
Fig.1 Schematic diagram of experimental apparatus 

 

Table1 Evaluation of various characteristics of 

experimental conditions 
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【はじめに】 

現在、サブミクロンサイズの粒子は工業的に

生産できる技術が確立されているが、それより

も小さいナノ粒子は通常生産が困難である。昨

年度、本研究では、高圧噴射型湿式微粒化装置

(高圧ジェットミル)と液中プラズマ技術の複合

により、粒子・ファイバーを効率的にナノサイ

ズに分散するシステム｢液中プラズマチャンバ

ー｣を開発した。本年度は、液中プラズマチャ

ンバーの分散性能確認の結果や、分散以外の応

用方法について報告する。 

【実験条件】 

実験の回路図を図 1 に示す。高圧噴射型湿式

微粒化装置には、㈱スギノマシン製のスターバ

ースト(HJP-25005)を使用した。分散性能の確認

では、和光純薬製のカーボンナノチューブ (繊

維径：20nm,繊維長 15～30μm)をイオン交換水

に懸濁したものを原料とし、噴射圧力 245MPa

の処理を繰り返し 30 回行なった。なお、液中

プラズマの発生には周波数 30 kHz の ACパルス

電源を用い、φ1.0mm の棒状のチタン電極に±2 

kV のパルス電圧を印加した。 

【実験結果と考察】 

液中プラズマチャンバーの分散効果を明確

にするため、カーボンナノチューブの未処理品、

従来の高圧噴射処理品、液中プラズマチャンバ

ー処理品のメジアン径、ゼータ電位、pH 変化

を比較した(表 1)。カーボンナノチューブは、

従来の高圧噴射処理でもメジアン径が未処理

の約 54%に小さくなったが、液中プラズマチャ

ンバー処理では、さらにメジアン径を約 43％に

まで小さくすることが出来た。これは、液中プ

ラズマによりカーボンナノチューブの表面に

水酸基が付与され、カーボンナノチューブと水

の親和性が向上したためだと考えられる。 

その他、当日の発表では液中プラズマチャン

バーを有機物分解に使用した例についても報

告する。 
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